
…抑ﾇ〃さわをめさZ/てぅ〉

ネット 毒:‘二年簿エコ
〃

β竜

巻
藤抄己環境う重重力1=行民式車糸各会請菱

（略称藤沢エコネット）
〃

l l
主i･地球温暖化自治体はどう応えるか i
なi･武田薬品市民のための環境協定を i事務局〒252-0816藤沢市遠藤849-9青柳
記i･疑問の残る新総合計画’日討論 i a/FAXO466-87-4922(夜間のみ）
事i･資源ゴミ戸別収集市民の減量意識は？i http:"Comcomjcaapcorg/econet／
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水管に接続してしまった事によるものでした。排水の水質検査も行われなかったため、7年間

も排水し続け、あのような大事故となってしまいました。

現在、藤沢市内で、武田薬品新研究所建設が進められています｡研究所から排出される排水、

排気など、公害対策が問題となっていますが、荏原ダイオキシン事故の教訓を生かし、バイオ

公害発生から湘南の環境の環境を守らなくてはなりません。

今回の研究所建設で武田薬品は、使用したバイオ、創薬・動物実験に使用した排水の半分を

大清水浄化センターに流し込み残りの半分は空中に放出しようとしています。藤沢市には、

葉山市政時代に、工場排水を大清水浄化センターには流さないという公害協定が住民、藤沢市、

武田薬品を含む市内50社と締結されているのに、武田薬品はこれを無視して、研究所は工場

ではないという論弁で研究所排水を大清水浄化センターに流し込もうとしている所に、第1の

問題があります。武田の協定無視のやり方は、公害問題に対する武田の姿勢の表れであり、市

民として許せません。

第2の問題は、かくも大量なバイオ、創薬、動物実験排水をPH調整だけで外部に排出しよう

としていることです｡荏原の場合でも、排出する水の水質検査をきちんとやっていればあのような

ダイオキシン事故は起こらなかった筈です。武田の場合も、 PH調整だけでなく生物学的培養検

査が求められているのに、それをやろうとしないところに問題があります。

第3の問題は、研究所で使用した水や空気は、一切内部で循環再利用せず、全て外部に放出

しようとしていることです。武田は、危険な排水は滅菌し、排気はHEPAフィルターで除去

するから安心だと言っていますが、循環再利用すれば良いのに、それを一切やらない所に危険

性が潜んでいると言わなければなりません｡オートクレーブもHEPAフィルターも100%安心を保

証するものではないからです。

日本を代表する大企業である両会社であるからこそ、社会的責任を果たして市民と共に住み

良い生活環境を作ることが求められるところです。 （武田問題対策連絡会小林麻須男）型
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